










As of2024.3 

に、オルガノイドの培養法やALI培養細胞を用いた実験法は将来治療薬のスクリ ー ニ

ングを行う際の一つのアイディアとなった。 以上のことから、製薬企業で行う研究に

役立つ知識や技術を手に入れることができたと考える。

また、本インタ ーンシップを通して様々な国の研究者と出会うことができ、 コネクシ

ョンを広げることができた。今回得られたネットワ ークを活用して将来創薬に携わる

ことになった際に共同研究などに繋げたいと考える。

• One Health Approach 実践報告（該当する場合）
OH ons ite tra in ing (Ally Module4) をあわせて実施した場合、 今回の活動で実践した One Health
Approach の例をいくつか挙げてください。 もしくは、 この活動を今後どのように One Health
Approach に繋げることができるか、 その可能性を説明してください。

・後輩へのアドバイス

研究室の1日訪問はできることが限られ、思わぬ事態が発生する可能性もあるので避

けた方がいいです。少なくとも1週間は同じ研究室に通った方がそれぞれの研究室の

雰囲気や実験内容を理解できると思いました。
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